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ブックビルディング方式による募集の条件及びブックビルディング方式による売出しの条件等の決定に伴い、

証券取引法第７条により有価証券届出書の訂正届出書を平成19年６月11日に関東財務局長に提出しております

が、その届出の効力は生じておりません。 

 

○ 新株式発行並びに株式売出届出目論見書の訂正理由 

 平成19年５月29日付をもって提出した有価証券届出書の記載事項のうち、ブックビルディング方式による募集

250,000株の募集の条件及びブックビルディング方式による売出し50,000株の売出しの条件並びにその他この募集

及び売出しに関し必要な事項を、平成19年６月８日開催の取締役会において決議したため、これらに関連する事項

及び記載内容の一部を訂正するため有価証券届出書の訂正届出書を提出いたしましたので、新株式発行並びに株式

売出届出目論見書を訂正いたします。 

 

○ 訂正箇所及び文書のみを記載してあります。なお、訂正部分には  を付し、ゴシック体で表記しております。 

 

 

第一部【証券情報】 
 

第１【募集要項】 
 

１【新規発行株式】 

＜欄外注記の訂正＞ 

平成19年５月29日開催の取締役会決議によっております。 

（注）１．の番号及び２．の全文削除 

 

２【募集の方法】 

 平成19年６月19日に決定される予定の引受価額にて、当社と元引受契約を締結する予定の後記「４ 株式の引

受け」欄記載の証券会社（以下「第１ 募集要項」において「引受人」という。）は、買取引受けを行い、当該

引受価額と異なる価額（発行価格）で募集（以下「本募集」という。）を行います。引受価額は平成19年６月８

日開催の取締役会において決定された会社法上の払込金額（2,465円）以上の価額となります。引受人は払込期

日に引受価額の総額を当社に払込み、本募集における発行価格の総額との差額は引受人の手取金といたします。

当社は、引受人に対して引受手数料を支払いません。（略） 

＜欄内の数値の訂正＞ 

「ブックビルディング方式」の「資本組入額の総額（円）」の欄：「333,500,000」を「350,750,000」に訂正 

「計（総発行株式）」の「資本組入額の総額（円）」の欄：「333,500,000」を「350,750,000」に訂正 

＜欄外注記の訂正＞ 

３．発行価額の総額は、会社法上の払込金額の総額であります。 

５．仮条件（2,900円～3,200円）の平均価格（3,050円）で算出した場合、本募集における発行価格の総額

（見込額）は762,500,000円となります。 
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３【募集の条件】 

(2）【ブックビルディング方式】 

＜欄内の数値の訂正＞ 

「払込金額（円）」の欄：「未定（注）２．」を「2,465」に訂正 

＜欄外注記の訂正＞ 

１．発行価格は、ブックビルディング方式によって決定いたします。 

仮条件は、2,900円以上3,200円以下の範囲とし、発行価格は、当該仮条件による需要状況、上場日ま

での価格変動リスク等を総合的に勘案した上で、平成19年６月19日に引受価額と同時に決定する予定

であります。 

仮条件は、事業内容、経営成績及び財政状態、事業内容等の類似性が高い上場企業との比較、価格算

定能力が高いと推定される機関投資家等の意見その他を総合的に勘案して決定いたしました。 

需要の申込みの受付けに当たり、引受人は、当社株式が市場において適正な評価を受けることを目的

に、機関投資家等を中心に需要の申告を促す予定であります。 

２．「２ 募集の方法」の冒頭に記載のとおり、発行価格と会社法上の払込金額（2,465円）及び平成19

年６月19日に決定される予定の引受価額とは各々異なります。発行価格と引受価額との差額の総額は、

引受人の手取金となります。 

８．引受価額が会社法上の払込金額（2,465円）を下回る場合は新株式の発行を中止いたします。 

 

４【株式の引受け】 

＜欄内の数値の訂正＞ 

「引受株式数（株）」の欄の各引受人の引受株式数：「未定」を「岡三証券株式会社169,000、三菱ＵＦＪ証

券株式会社36,000、コスモ証券株式会社12,000、東洋証

券株式会社12,000、みずほインベスターズ証券株式会社

9,000、丸福証券株式会社6,000、ＳＢＩイー・トレード

証券株式会社6,000」に訂正 

＜欄外注記の訂正＞ 

１．上記引受人と発行価格決定日（平成19年６月19日）に元引受契約を締結する予定であります。 

２．引受人は、上記引受株式数のうち、3,000株を上限として、全国の販売を希望する引受人以外の証券会社

に販売を委託する方針であります。 

（注）１．の全文削除 

 



 

－  － 
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５【新規発行による手取金の使途】 

(1）【新規発行による手取金の額】 

＜欄内の数値の訂正＞ 

「払込金額の総額（円）」の欄：「667,000,000」を「701,500,000」に訂正 

「差引手取概算額（円）」の欄：「656,000,000」を「690,500,000」に訂正 

＜欄外注記の訂正＞ 

１．払込金額の総額は、会社法上の払込金額の総額とは異なり、新規発行に際して当社に払い込まれる引

受価額の総額であり、仮条件（2,900円～3,200円）の平均価格（3,050円）を基礎として算出した見

込額であります。 

 

(2）【手取金の使途】 

 上記の手取概算額690,500千円については、生産能力増強を目的とした工場増設及び機械設備購入等の設

備資金に398,000千円、内部統制強化を目的としたＥＲＰ統合システム導入資金に68,000千円、また残額に

ついては、毎期継続的に行っていく研究開発のための費用に充当する予定であります。 

 

 

第２【売出要項】 
 

１【売出株式】 

＜欄内の数値の訂正＞ 

「ブックビルディング方式」の「売出価額の総額（円）」の欄：「145,000,000」を「152,500,000」に訂正 

「計（総売出株式）」の「売出価額の総額（円）」の欄：「145,000,000」を「152,500,000」に訂正 

＜欄外注記の訂正＞ 

３．売出価額の総額は、仮条件（2,900円～3,200円）の平均価格（3,050円）で算出した見込額であります。 

 

 

第二部【企業情報】 
 

第３【設備の状況】 
 

３【設備の新設、除却等の計画】 

(1)重要な設備の新設 

      平成19年４月30日現在

投資予定金額 着手及び完了予定 

会社名 事業所名 
事業の種類別
セグメントの
名称 

設備の内容
総額 

（千円）
既支払額
（千円）

資金調達
方法 

着手 完了 

完成後の
増加能力

提出会社 
松山工場 
（愛媛県松
山市） 

太陽電池製造
装置事業 

工場設備 398,000 － 増資資金
平成19年 
５月 

平成19年 
10月 

36％増

提出会社 
本社 
（東京都荒
川区） 

全社 
ERP統合シス
テム 

68,000 2,192 増資資金
平成18年 
９月 

平成19年 
５月 

－ 

計 － － － 466,000 2,192 － － － － 

 (注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 
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